
平成３０年度第３回青梅市協働事業市民推進委員会（議事録） 

 

平成３０年１１月２６日 

２ ０ ５ 会 議 室  

午 後 １ 時 ３ ０ 分 ～ 

                      出席委員８名 欠席２名 

１ あいさつ 

  市民活動推進課長 資料確認 

  市民安全部長挨拶 

  委員長挨拶 

 

２ 報告事項 

(1) 平成３０年度市民提案協働事業進捗状況について(資料１、２、３) 

  事務局より進捗状況報告。 

  （委員長）：何か質問はございますか。 

「青梅の森の赤ちゃんカフェ」の参加費１,８００円について参

加伸び悩みと担当課課題にあるが、担当課は何か対処とか事業

側と協議しているのでしょうか？ 

  （事務局）：ひとつの要因として、あげさせていただいております。 

  （委 員）：０歳児は時間通り、大人の思い通りにはなかなかいかない

難しいと思います。 

  （委 員）：サッカー協会の報告書の担当課採点が厳しい。連携はとら

れていたのだろうか？意見等あったのではないか。中間報告に

は意見記入する箇所があるが、完了報告にも担当課意見・感想

などあっていいのではないか。 

  （事務局）：団体と担当課であまりコミュニケーションとれていなかっ

たようです。課題としたい。 

  （委員長）：改善していっていただきたい。 

 

(2) 協働セミナー開催報告とアンケート結果について（資料４） 

 事務局より協働セミナー「地域と人をつなぐクラウドファンディング

活用講座」開催とアンケート結果報告。 



 （委員長）：何か御意見ございますか。 

 （委 員）：参加して、青梅でのクラウドファンディングの例をあげて

紹介していただき身近に思え、理解が深まった。 

（課 長）：青梅のクラウドファンディング成功例紹介。ＨＰ等ご覧

ください。 

（事務局）：意見として「失敗例もあげてほしかった。」等ありました。 

（委員長）：青梅の失敗例もあった。 

 

(3)その他 

特になし 

 

３ 協議事項 

・平成２９年度協働事業の評価のまとめについて（資料５-1.2.3） 

 事務局より資料説明。 

 （委員長）：資料５-1 市民等との協働事業一覧について何か御意見あ

りますか？ 

（委 員）：報告は行政側に近いものばかりで、昔から市民がしてい

て報告書に載っていない地域活動などはもっとたくさんあるの

ではないか。この先の市民活動を考えるとなくなっていってし

まうだろうものがあり、それは見えないので、報告書で報告名

だけでもとらえておくべきではないか。将来的に見えると良い

のではないか。市民センターが事務局をしていて、実際市民が

しているものです。 

（委員長）：自治会がしているようなもの、回覧板など。 

  （委 員）：市民センターがしていただけないとすぐに衰退してしまう

怖さがある。 

  （事務局）：市民センターは地域コミュニティの拠点となるものなので 

センター職員が事務局をしている。 

  （委 員）：ささえあいフェスは参加者減、文化団体減少であったが、

自治会でかかわれないかと市民センターの事務局が一緒に動い

て興味を持つ人が増えたが、一緒でないと難しい。次回も参加

したいと思える内容を模索している。 



  （委 員）：センターの方が中心となっていくと団体は楽になります。 

  （課 長）：自治会、地域とつながりのある保育園・幼稚園などにも声

をかけてセンターごとに進めている。団体の高齢化もあり、ボ

ラセンとも団体を育てていけたらと。 

（委 員）：センターごとに地域性がある。 

（課 長）：特色はあるかもしれない。 

（課 長）：資料５-3 について、推進会議に提出するのを逸してしま

い、２年まとめて会議に出したい。すでに写真添付などは実施

しているが、委員長に２ヶ年分報告していただくが、付け加え

るような事があれば、お伺いしたい。 

  （委員長）：２ヶ年の意見で推進会議に提出したい。 

  （委 員）：名称を文化交流センターに訂正。 

（事務局）：訂正します。 

  （委 員）：協働のノウハウに訂正。 

  （委 員）：全体に評価が甘いと感じる。活動側はプラスの評価にする

が、それに対して同じような評価ばかりで、シビアに見てほし

い。それを全体に伝わるようにしてほしい。 

  （委員長）：いろいろな意見があると思うが。 

  （委 員）：提案しても助成金目当てになってしまう。どう目的達成で

きたかであると思う。社会課題にたいして、どう協働して目的

達成できたか全体的に少ないと思う。 

  （委 員）：もっと行政と市民とが課題について話せる機会があれば良

い。 

  （委員長）：「ぷらっとカフェ」とか良いのではないか。 

（委 員）：文化交流センター立ち上げの委員会はとても良いと感じ

た。 

  （委員長）：市民が声を出す場があったほうが良い。 

  （委 員）：文化交流センター立ち上げの市民協働は、活動として青梅

の未来は明るいですね。 

  （委員長）：話し合える場が必要。問題解決の場が必要。そのようなこ

とを付け加えていただき、文書化していただけますか。 

  （事務局）：事務局で考えさせてください。 



  （委員長）：一月会議日程は？委員長と職務代理と２名で会議参加した

いです。 

  （事務局）：日程が決まったら御連絡いたします。 

 

４ その他 

 ・「おうめ協働ナビ」（改定案）について 

  事務局より改定案の変更箇所について説明。 

（事務局）：掲載事例等、ご意見、御指導願えればと思います。 

  （委員長）：ご意見何かありますか。 

  （委 員）：市民提案協働事業事例結果をあげてはどうか。 

  （委 員）：綱引き大会、体育指導員。 

  （委 員）：P12 テープでなくＣＤに。 

  （事務局）：P12 はすべてさしかえになります。 

（委 員）：盛んになってきたものがよい。 

  （課 長）：協働事業一覧からどうか。 

  （委員長）：一覧からいかがですか。 

（課 長）：67 生ごみたい肥化（ダンボールコンポスト）事業、提案

事業から継続しているものとしてＰＲしていけたらよい。 

（委 員）：96 鎌倉時代から戦国時代にかけて青梅を中心に活躍した

「武州青梅三田弾正手作り甲冑隊」を活かした地域おこし

はどうですか。 

（課 長）：Ｈ28 の協働提案事業で、ボラセン登録後イベント参加な

どしています。 

（委 員）：100 サマーフェスティバルはどうですか。 

（課 長）：昨年協働提案され、今年は自主的に開催しています。 

（委 員）：おそきの学校はどうです？ 

（委 員）：継続性があるというのではなくて、来年田植えしなくな

る予定です。 

（委員長）：婚活、恋活は？ 

（委 員）：恋活、写真掲載しにくいです。 

（委 員）：文化交流センター立ち上げはどうか？ 

（委 員）：これからですけど、いいかもしれないですね。 



（委員長）：いくつか出たので、参考にしてください。最終ページメ

ンバーはなくてもよいのではないでしょうか。委員会名くらいで

よいのではないですか。 

（事務局）：編集チームくらいでおさめて、すすめさせていただきま

す。 

（委員長）：ほかになければ、次回日程２月中旬予定ですが。 

（事務局）：平成３１年２月２１日（木）１４：００から、会場は調

整しだい御連絡いたします。 

 

５ 閉会あいさつ 

  職務代理挨拶 

 

次回日程  平成３１年２月２１日（木）１４：００～ 


